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答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位
を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

日々の授業改善のために参考となる事例はありますか？
小・中学校の効果的な取組が知りたいのですが…

「ちばっ子の学び変革」推進事業を御存じでしょうか。
この事業の検証協力校では、全国学力・学習状況調査の結果等を踏まえて

より実践的で効果的な取組が行われています。

●本県における児童生徒の学力向上に資するため、県教育委員会は、検証協力校を
２０校指定しています。
〔令和５・６年度指定＝国語：小５校・中５校 算数・数学：小５校・中５校〕

●検証協力校は、「全国学力・学習状況調査」の結果を活用した授業改善を通し、
自校の学習状況を把握・分析します。そして、課題解決に向けた取組を行い、
学力向上に向けた継続的な検証改善（ＰＤＣＡ）サイクルを確立して、その
結果の普及を図ります。県教育委員会は、その成果や取組の普及に努めます。

検証協力校ではどのような実践が行われているのですか？
資料や実践内容はどのように知ることができますか？

検索サイトで【千葉県 学びの変革】と検索す
ると左のページが検索トップに表示されます。

（下記のURLやQRコードからでも可）

年度別の【指定校の取組】を
クリックすると右のような画面
が開きます。気になる取組はあ
りましたか？
いくつか見てみましょう！

掲載資料
●研究成果報告書
●授業改善プラン

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/aratanamanabi/siteikounotorikumi.html
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「ちばっ子の学び変革推進事業」では、「『思考し、表現

する力』を高める実践モデルプログラム」を軸とした「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進して

います。こちらも活用事例があります。ぜひ活用ください。

習志野市立袖ケ浦東小学校（国語）

八街市立八街中央中学校（数学）

いすみ市立大原小学校

これらは令和３・４年度の
検証協力校の一例です。

●教科の特性に応じた指導の工夫
●実践モデルプログラムの活用
●児童生徒の学習の具体的な姿
●校内研修の工夫 等

優れた取組を数多く紹介して
いますので、ぜひ活用ください。

市原市立南総中学校（数学）

いすみ市立大原小学校（算数）

野田市立岩木小学校（国語）

児童が見通しをもてる
単元づくりの工夫等

数学におけるICTの
効果的な活用等

学校全体で統一した
振り返りの視点等

廊下掲示物作成による
「書く活動」等

まとめを自分の
ことばで作る活動等

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/zissenmoderu/moderupuro.html
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